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本研究は自然背景に存在する移動物体を追跡し軌道を検出することを目的としている 現

在 放送業界では自然背景に存在する特定の物体を追跡する技術が注目されている 特定の

物体をモザイク模様で隠す作業は フレームごとに人の手で行われている 従来の研究では

ボールや人体など追跡対象を限定して物体抽出・追跡を行うことが多い そこで 累積輝度

ヒストグラムと 検定を用いた手法を使う 累積輝度を使うことによっ

てカメラの性能を選ばず 取得方法も簡単である 検定は計算法が簡

便であるため プログラム化を簡単に行うことが出来る この手法では 各フレームの追跡対

象を追跡するために累積輝度ヒストグラムを用いて基準パターンを作成する 作成した基準

パターンを元に各フレームの追跡対象を探索する そして 探索して検出した結果と基準パ

ターンの最大誤差を算出する 検定を用いて探索結果と基準パターン

は統合できるのか判定する 本稿では提案手法を用いて動画像中の移動物体を対象に軌道を

検出する実験を行う 実験の結果から提案手法の有効性を考察する
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